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1.はじめに

中東社会史､歴史人類学の立場からコメントします｡イスラームの立場と

いうよりも｢中東｣の立場からとなります｡なぜなら､エジプトのキリスト

教徒であるコプト･キリスト教徒の事例を含めてお話するためです｡なかで

も私の主たる専門であるエジプトを中心にお話しさせていただきます｡この

エジプトには､私は1年のどこかの時点で必ず住むか通うということを過

去21年間､ 1年も欠かさず行ってきました｡どうでも良い話ですが､今年

3月の訪問で､めでたく21年目となりました(2008年5月時点)｡このよ

うな私がコメントに呼ばれたのは､おそらく学際的研究を意識されてのこと

かと拝察致します｡また､本シンポジウムはタイトルに｢東西比較の試み｣

とありますが､そのための鏡を一つ増やす試みでしょうか｡そもそも､中東

は東西のどちらに位置するのでしょうか｡あるいは中間､さらには第三の極

なのでしょうか｡

いずれにせよ､これは難しいミッションだと思っています｡というのも､

多くの美術史研究者の方々にとって､イスラームや中東の聖遣物への関心は

償いでありましょうし､私は｢招かざる聞入者｣なのかも知れません0

そして､コメントの仕方について付言しておきますと､ここでは｢礼拝

像｣についてではなく､ムスリム(イスラーム教徒･イスラームの)社会に

17i (106)



死生学研究12号

公開･国際シンポジウム｢礼拝像と奇跡j

おける｢聖遺物｣中心にお話します｡彼らのための礼拝像やイコンにあたる

ものが欠如しているからです｡また､写本絵画についてはコメントを差し控

えます｡これは他に専門家がおり､また写本絵画自体は､聖遣物そのものを

反映するにせよ､聖遣物とはなりにくいためです.いずれにせよ､ FFI東･イ

スラームという異なる視角からの事例提供と比較を心がけます｡その上で､

各発表へのコメントを最後に付け加えたいと存じます｡

2.ムスリム社会における聖遣物

そもそも､ ｢聖遺物｣に相当するものがムスリムの文脈に存在するので

しょうか｡アラビア語であえて挙げると､ "dLbdr (単数形)''< "d^lba'r (複

数形)" (直訳すると､ "跡''､ "痕跡"などの意)の語が"ナバウイ-" < "ナ

バウイ-ヤ" ("預言者の''の意))と連結して､ ｢アル=アサル･アン=ナバ

ウイ-｣､ ｢アル=アーサール･アン=ナバウイ-ヤ｣となって使用される場

合などが､それに最も近いニュアンスを含むと考えられます｡意味するとこ

ろは､ ｢預言者ムハンマドの御物｣です｡

ムスリム社会における聖遺物とは､頭骨や遺体の一部などの遺骸だけでな

く､マント､コーラン本などの物品も含めて考えるのが一般的です｡ただし､

それら聖遺物の範噂の変遷に関する歴史的な考察はまだなされていないと思

います｡ムスリム社会の聖遺物を聖遺物たらしめている系譜の源泉へと遡及

すると､第一に預言者ムハンマドへ逢着しますが､その範例からさらに展開

してモーセなど他の預言者や教友､著名なムスリムの聖者､シーア派では諸

イマームなどへと遡及先が増加していったのではないでしょうか｡聖遺物は

人々の崇敬を集め､モスク･墓廟などに奉納されて参詣の対象になりました｡

ここからも想定されるように､預言者ムハンマドの御物というのは別播の

扱いです｡その遺物の数々は広く敬慕を集め､歴代カリフなどに受け継が

れたのですが､特にマント､旗､毛髪､歯(図1に写っているのは預言者

ムハンマドの歯を納めるとされる聖堰です)､足跡､履物､錫杖､剣､印章､

ターバン､説教台､寝台､筆跡などがよく知られています｡もともとアツ
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を絞りかけて､そこから落ちてきた水分を皆に分ち与える事例も報告されて

います｡

ちなみに､インドには足跡信仰の豊かな伝統があります｡例えば､スリラ

ンカには､ムスリム､仏教徒､ヒンドゥー､キリスト教徒の聖地として知ら

れている山頂(アダムズ･ピーク)があります｡各信徒が預言者ムハンマド､

ブッダ､ヴイシュヌ神､アダムの足跡と解釈し､その考えのもとに崇敬して

いることになります｡

翻って､イスラームにおいてほ､こういった聖遺物への崇敬を促すような

言及というものは､ 『クルアーン』や預言者ムハンマドの言行録である『ハ

ディース』に見当たりません｡それゆえ､常に学識者(ウラマ-)からは批

判の対象とされてきました｡近代になってからはさらに批難が強まり､聖遺

物は全体としては以前ほど敬われなくなってきつつあります｡

3.ムスリムにおけるイコンや礼拝像の欠落

『旧約聖書』の十戒の場面の冒頭には､ ｢あなたは､私の他に何ものをも神

としてはならない｡あなたは自分のために､刻んだ像を造ってはならない｡

--どんな形をも造ってはならない｡それにひれ伏してはならない｡それに

仕えてはならない｡｣ (出エジプト記20:3-5)という部分があります｡この点

にギャスケル先生やヴオルフ先生が間接的には発表で触れられたと思います｡

聖書において､作像の禁止と受け取れる部分が十戒の冒頭に述べられている

わけですが､クルアーンにはこうした作像禁止を直接示す証拠はありません｡

あえて言えば､イスラーム以前に崇拝された偶像というのは``父祖が勝手に

作り出したものに過ぎず' (うう:22)､ "神に同等のものを配してはならない''

(31:12)､などという程度です｡また､唯一の神のみを信仰して偶像崇拝を

否定することからも､ある程度論理的に導き出すことは可能でしょう｡そし

て､その作像禁止については､クルアーンの次のレベル､すなわち預言者ム

ハンマドのハディースのレベルからは､人物を含む動物の像を描いたり彫る

ことは禁止されているという法判断が演搾されています｡ただし､例えばイ
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ムというのは､その多くが歴史的にはキリスト教徒からの改宗者の子孫で占

められています｡あるいはキリスト教徒と同時代に共存しつつ暮らしてきた

人々です｡そういった交流の中で､ムスリムの社会の聖遺物崇敬がキリスト

教徒から影響を受けてきたという可能性は十分にあると思います｡

4.エジプトのコプト･キリスト教徒と聖遺物

第4に､エジプトのコプト･キリスト教徒と聖遣物との関係について補

助線を引きたいと思います｡というのは､ムスリムには聖像やイコンが無い

といって話の芽を摘むのではなく､そこに同じ中東でも聖なる絵画､イコン

などの制作が非常に盛んなコプト･キリスト教徒をワン･クッションとして

置くことで､違いをより際立たせようという狙いがあるからです｡

エジプトのコプト･キリスト教徒というのは､ 7世紀のアラブによるエジ

プト征服後､現在に至るまで1350年以上に亘ってムスリムと共存してきま

した｡現在も人口の約8パーセント､ 700万人以上はいると推定されますo

彼らは451年のカルケドンの公会議でキリスト教内の異端の地位に追いや

られ､ビザンツ帝国の迫害のもとで移しい数の殉教者を出しました｡それゆ

え､ムスリム勢力がエジプトに到来した時､むしろこれを選択して受け容れ

たと考えるのが定説です｡コプトとムスリムはお互いに非常に深い影響関係

にあり続けました｡

コプトはイコンや聖像というものを大変大切にしつつ社会を営んできまし

た.例えば､これは『ァッラーの男の奇蹟』と題された著作ですが(図9)､

アッラーというのはアラビア語で｢(唯一の)神｣という意味です｡キリス

ト教徒も信じているのは(唯一の)神ですのでアラビア語では｢アツラー｣

を信じているということになります｡事実､彼らの聖書アラビア語版には､

神は｢アツラー｣と出ています｡ですから､ ｢アツラーの男｣とは｢神の

男｣という意味になり､ここで当該の人物は先代のコプト総主教キュリロス

6世です｡すでに亡くなっており､現在このキュリロス6世を聖人にしよう

とする熱心な運動が展開されています｡彼のイメージの変遷についてはま
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ジプト軍のコプト･キリスト教徒兵士がマリア様によって助けられた､とい

う話も載っています｡

またコプトの方は､多種の｢宗教グッズ｣とでも言うべきものを展開して

きました｡例えば､手帳､ブロマイド､絵はがき､シール､キーホールダー､

ステッカー､バッジ､書籍､置物､ノート､蜂蜜､ワイン､聖人の描いてあ

るペン､布､聖ジョージのTシャツ､といったようなパッケージ化された

宗教グッズが続々と開発されてきました｡カセット･テープに録音された

(宗教的)音楽や儀礼も様々あります｡今回､皆様の発表の中で音楽媒体の

関連の仕方への言及は見られなかったのですが､パラレルな事情があれば紹

介していただきたいと思います｡

これに対して､ムスリムはおそらく何らかのブレーキを歴史的にかけてき

た可能性があります｡あるいは､宗教グッズを聖典など非図像･立像に限定

する形で展開してきたとも言えましょう｡それは同じエジプト社会でコプト

とムスリムを比べればある程度明白です｡しかし､現実には近年こうした複

製文化を多用するような傾向がムスリム社会にもよく見られるようになっ

てきました｡第-に､聖典の一節などをもとにしたステッカーやキーホール

ダー､各種の置物などが､グローバルに大量生産されて､ムスリムの生活の

隅々まで行き渡っている現実を指摘できます｡さらに所謂イスラーム重義者

によって､信仰の問答集や綱要をまとめた小冊子が大量に配られています｡

パッケージ化された宗教と言う点では､これらも含めて考えられるかも知れ

ません｡もう一つ多少様相を異にする例を挙げると､ス-フィー教団があ

ります｡彼らは指導者や教団創始者のブロマイドやキーホールダー､ステッ

カー､お護りなど､様々なグッズを多数展開しています｡ (こちらはキリス

ト教徒のやり方により近いものです｡シーア派は全般にこの路線に近い形態

を採っています｡)このように複製文化を多用するようなアプローチ､ポー

タブルな形態の宗教が激しく展開されています｡

お時間があれば私がお聞きしたいのは､欧米キリスト教社会や日本におい

て､複製の宗教グッズを展開している特定の存在や担い手があるか､という

ことです｡その最新の局面と傾向についてもお伺いしたい｡そして私が気に
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なっていることは､エジプトの事例をみるとはっきりしますが､聖書にある

作像禁止にもかかわらず､イコンや聖像を通じた崇敬へと向かったキリスト

教､一方でクルアーンに作像禁止がないにもかかわらず､イコンや礼拝像に

対する崇敬に向かわなかったイスラーム､こうしたねじれには一体何が作用

しているのかという点です｡ここにはさらにユダヤ教も加えて考察すべきで

しょう｡

5.発表者へのコメント

ここでコメントだけ加えます｡長岡先生のお話しになった霊験や習合の生

じた空間､場についての議論を大変興味深く伺いました｡これはヴオルフ先

生のご発表にあった奇蹟の分類とも通じるように思いました｡中国における

道教と仏教､さらに神道的な世界とのつながりというのは､私のコメントで

言うなら､コプト･キリスト教とイスラームの関係に比せられます｡イス

ラームの到来以前､エジプトはキリスト教徒の国だったわけです｡長岡先

生がご発表の中で検討された､聖山や神仙の空間にエジプトのムスリムの

文脈で相当するものは､聖者が多く眠り､祈願が叶うとされた広大な墓地区､

｢死者の街｣だと思います｡興味深いことに､コプトからイスラームという

交替にあたって､その流れを肯定するような逸話がエジプトにも形成されて

いきます｡例えば､ビザンツから派遣されたエジプト最後の支配者･宗教指

導者であったキュロスという人物がいますが､彼の弟､もしくは甥がムスリ

ムに改宗したという物語が遣っています｡この種の伝承が他地域にも存在す

るのではなかろうか｡この辺りをご教示いただきたいと思います｡

次にギャスケル先生のご発表についてですが､近代から今日までの事例を

含むご発表で大変刺激的でした｡聖ベルナデットは日本でも大変人気が高

く､その洞窟ごとレプリカを置くキリスト教ミッション･スクールすら日本

にあると聞きます｡それから絵画をもとにした写真にもオーセンティシティ

やアウラがあり､ミラクラスたりうるという指摘は､特に興味深く感じまし

た｡先はどお見せしました預言者ムハンマドの姿も､まさに絵画をもとにし
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た写真の複製の事例です｡興味深いことに､イランの故ホメイニ師やレバノ

ンのヒズブッラー(通称ヒズボラ)の指導者ナスルッラー師(通称ナスララ

節)らの肖像画も絵画をもとにした写真を多く含みます｡ここには聖なるち

のと政治との関わりという論点も垣間見えます｡この点は長岡先生のご発表

ともリンクするものと思われます｡

先ほど述べました､コプトのキュリロス6世というのは､現在進行形で創

られつつある聖人です｡未だ列聖には至っておりません｡ただ､彼のイメー

ジが写真から絵画に移行しつつあるのか､注意深く見守らなければいけませ

ん｡また､ギャスケル先生のご発表の最後のスライドで､聖性の凝縮された

ものである複製されたイコンと国民国家の象徴である合衆国旗のミニチュア

の複製とがパソコン上で同居していたのが印象的でした｡

次に､加須屋先生のご発表からも､色々と考えさせられました｡往生の予

告というものはイスラームの文脈ですと､聖者の｢カラーマ(奇蹟･美質)｣

に含まれるものです｡これは未来を予知する能力と関連します｡一方でこれ

はムスリムの学者たちから強く指弾されてきました｡これは神の領域の侵犯

に絡んでくるからです｡そこで､お伺いしたいのは､この｢予告された死｣

というものを問題視したり､それを阻むような信仰上の教理というものはな

かったのか｡あるいは､往生を遂げた者の肖像制作を妨げる論理はなかった

のか､という点です｡それ以外にもありますが､時間の関係から省かせてい

ただきます｡

ヴオルフ先生からも非常に多くのことを学ばせていただきました｡特にイ

コンや聖なるイメージのキリスト教社会における歴史的な側面というものを

非常に意識させられました｡加えて､イメージのそのフォルムと奇蹟的行動

とのダイナミックな関係からも示唆を受けました｡昨年12月のご発表の場

に居合わせたかったと強く感じております｡今回はあまり取り上げられてお

られなかった｢執り成し｣の概念も重要でしょう｡この概念は先述のように

イスラームにとっても歴史的に重要なものです｡そこで私がお伺いしたいの

は､ ｢イコンによる執り成し｣という概念がキリスト教徒一般に見られるの

かどうか｡ (これはコプトにはあるのですが｡)それがいつ頃どのような形で
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生まれたのか｡そもそも私自身がムスリムにおける執り成し概念の初源に非

常に関心がありますので､これを良い機会に伺いたいと思いますo　どのよう

な形で執り成しの概念がイコンと結びついて展開していったのか｡それはム

スリムにとっても重要で､アツラーと信者を結ぶ存在､それがムスリムの聖

者となるわけで､その執り成しという概念によって一神教の存立が曲がりな

りにも確保される､という構図になっております｡

最後にお願いですが､ムスリムの聖遺物の｢美術史的｣研究というのはま

だまだこれからだと思います｡どなたか研究していただけないでしょうか｡

ご清聴ありがとうございました｡

)図版出典

図1, 5　Asrar al-Atharal-Nabawiya Bayrat 2007

図2,4　著者投影

図う　西村淳一氏撮影

図6,7　小牧幸代氏撮影
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